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項目 2012年度行動計画 2012年度活動実績 2013年度行動計画

1
技術による
世界への貢献

事業活動を
通じた
社会課題の
解決への貢献

•  中期計画での注力分野「次世代情報
通信」「エネルギー関連」において、社
会課題の解決に貢献する製品開発の
促進

•  レアアースの使用量を大幅に削減し
た磁石の量産化、携帯機器向けマイク
ロDC-DCコンバータや非接触給電の
開発などを実施

•  中期計画での注力分野「次世代情報
通信」「エネルギー関連」において、社
会課題の解決に貢献する製品開発の
促進継続

2
人材の育成

モノづくり改革を
推進する
人材の育成

•  モノづくり伝承塾の実施継続
•  チーム編成に応じた海外展開実施 

•  モノづくり伝承塾実施（2012年度12
名参加)

•  モノづくり伝承塾の実施継続
•  チーム編成に応じた海外展開実施

グローバル
人材の
育成

•  異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続

•  海外トレーニー制度の定着継続
•  自己啓発制度における語学教育支援
継続と支援内容の充実 

•  異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続実施 

•  海外トレーニー制度の定着
•  自己啓発制度における語学教育支援
継続と支援内容の充実 

•  異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続

•  海外トレーニー制度の定着継続
•  自己啓発制度における語学教育支援
継続と支援内容の充実

ダイバーシティの
推進

•  各部門におけるアクションプランの実
施継続

•  各部門におけるアクションプランの実
施

•  各部門におけるアクションプランの継
続実施

CSRの
社内啓発

•  e-ラーニング実施継続（日本）、海外
導入地区拡大 

•  集合教育の実施継続と拡大

•  e-ラーニング実施継続（日本、中国）、
海外導入拡大準備

•階層別集合教育の実施継続と拡大
• IMD研修時にワークショップ実施

•  e-ラーニング継続実施、海外導入地
区拡大（中国拠点の拡大、欧米） 

•  階層別集合教育の継続実施と拡充
•  IMD研修でのCSR啓発

3
サプライチェーン
における
社会･環境配慮

CSR調達の
推進

•  お取引先様に対してのCSRチェック
シート定期改定、指導継続 

•  お取引先様CSR監査の充実

•  お取引先様に対してのCSRチェック
シートにおける項目強化、指導継続

•お取引先様CSR監査の実施

•  お取引先様に対してのCSRチェック
シート定期改訂、指導継続

•  お取引先様CSR監査の実施拡大
•  労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

紛争鉱物
（コンフリクト
ミネラルズ）
対応

•  紛争鉱物に関する法令・規則について
の情報収集と動向の把握継続 

•  お客様およびお取引先様への適宜な
対応 

•  社内体制の整備 

•  紛争鉱物に関する法令・規則について
の情報収集と動向監視

•  お客様およびお取引先様への適宜な
対応

•  社内体制の整備 
•  TDKグループの「紛争鉱物」に関する
ポリシー制定

•  SEC最終規則制定を踏まえた、社内
体制の見直し

•  紛争鉱物に関するSEC最終規則の解
釈についての情報収集と動向の把握
継続

•  お客様およびお取引先様への適宜な
対応継続 

•  社内体制の整備継続

お客様への
CSR対応

•  製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と継続的な管
理レベルの向上を推進 

•  CSR内部監査の実施 
•  お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応 

•  製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働人権を
中心とした管理レベルの向上を推進

•  第三者機関による自主監査の実施　
（中国4拠点）

•  お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

•  製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と管理レベル
の向上を推進

•  第三者機関による自主監査の実施　
（中国・アジア8拠点）

•  お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

4
地球環境との
共生

環境活動の推進 • 「TDK環境活動2020」に基づく環境  
　活動推進

• 「カーボンニュートラルの達成」
　 •  生産活動に伴うCO2排出量（環境
負荷量）の削減：109万t-CO2以下

　 •  製品によるCO2排出削減量（環境
貢献量）の拡大：貢献量の自社算定
基準整備

• 「TDK環境活動2020」に基づく環境  
　活動推進

• 「カーボンニュートラルの達成」
　 •  生産活動に伴うCO2排出量（環境
負荷量）：103.1万t-CO2

　 •  製品によるCO2排出削減量（環境貢
献量）：環境貢献量の定量化可能
な製品群拡大（49.8万ｔ-CO2）

• 「TDK環境活動2020」に基づく環境  
　活動推進

• 「カーボンニュートラルの達成」
　 •  生産活動に伴うCO2排出量（環境
負荷量）の削減：109万t-CO2以下

　 •  製品によるCO2排出削減量（環境
貢献量）の拡大：貢献量の自社算定
基準整備および貢献配分の獲得

 「CSR観点での重要な活動項目」を定め、事業活動でのCSRに取り組んでいます。
行動計画に基づきPDCAサイクルを実行し、活動の継続的な改善を図っています。

2012年度の主なCSR活動実績と、2013年度行動計画

参考：（※1）WWF「生きている地球レポート 2012年版」／（※2）OECD東京センター／（※3）世界銀行東京事務所／（※4）FAO「世界の食料不安の現状2010年報告」／
　　　（※5）IPCC「第4次評価報告書」（2007）／（※6）UNEP「第4次地球環境概況」（2007）

わたしたちが抱える社  会問題とTDKの挑戦
現代社会が抱える課題は、気候変動などの環境問題から、貧困による格差などの社会問題まで、

その種類や地域の広がりもさまざまです。
その中でTDKグループが強みを活かし、解決に貢献できることは何か─、

私たちは、CSR観点での重要な活動項目への取り組みを通じて課題解決に貢献し、
企業の継続的発展、そして持続可能な社会実現を目指します。
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特集

貧困問題
1日1.25ドル未満で暮らす人口

（2008年時点）

12億9000万人※3

経済格差
過去20年で格差が拡大した

OECD加盟国

75% ※2

資源・エネルギー問題
2030年の

人類が必要とする資源量

地球2個分 ※1

食糧不足
世界の

栄養不足人口

9億2500万人※4

気候変動
2100年の
海面上昇

最大59㎝ ※5

生物多様性喪失
過去30年の間に失われた
世界の自然の豊かさ

-28% ※1

水不足
2025年の世界の
水不足人口

3人に2人 ※6




